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１．2026年５月期第３四半期の連結業績（2025年６月１日～2026年２月28日）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年５月期第３四半期 72,669 9.4 9,323 3.9 10,441 11.6 8,696 11.2
2025年５月期第３四半期 66,409 11.2 8,976 11.6 9,353 9.0 7,817 47.3

(注) 包括利益 2026年５月期第３四半期 18,513百万円( 136.2％) 2025年５月期第３四半期 7,837百万円(△34.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年５月期第３四半期 202.58 －
2025年５月期第３四半期 178.65 －

（参考） 持分法投資損益 2026年５月期第３四半期 －百万円 2025年５月期第３四半期 △192百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年５月期第３四半期 210,231 173,563 82.3
2025年５月期 190,986 161,768 84.5

(参考) 自己資本 2026年５月期第３四半期 173,070百万円 2025年５月期 161,306百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年５月期 － 30.00 － 45.00 75.00
2026年５月期 － 35.00 －
2026年５月期（予想） 40.00 75.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年５月期の連結業績予想（2025年６月１日～2026年５月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 101,000 8.7 12,500 2.0 13,000 5.6 10,000 3.0 231.22

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

「１株当たり当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2025年５月31日現在の発行済株式数

（自己株式数を除く）を使用しております。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社（社名） ― 、除外 ― 社（社名） ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年５月期３Ｑ 45,410,750株 2025年５月期 46,410,750株

② 期末自己株式数 2026年５月期３Ｑ 3,151,054株 2025年５月期 3,161,227株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年５月期３Ｑ 42,926,705株 2025年５月期３Ｑ 43,761,123株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算補足説明資料の入手方法について）

決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ウェブサイトに掲載いたします。

（自己株式に関する情報）

当社は、「株式給付信託（BBT）」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保有する当

社株式（2026年５月期第３四半期連結会計期間末 76,580株、2025年５月期連結会計年度末 53,500株）を四半

期連結財務諸表において自己株式に含めて計上しております。したがって、１株当たり四半期純利益を算定す

るための期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。（2026年５月期第３四半期連結

累計期間 72,113株、2025年５月第３四半期連結累計期間 54,583株）
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

経常利益
(百万円)

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
(百万円)

１株当たり
四半期純利益

(円)

2026年５月期 第３四半期 72,669 9,323 10,441 8,696 202.58

2025年５月期 第３四半期 66,409 8,976 9,353 7,817 178.65

前年同期比 6,260 346 1,088 878 23.93

増減率(％) 9.4％ 3.9％ 11.6％ 11.2％ ―

当第３四半期連結累計期間（2025年６月１日～2026年２月28日）における日本経済は、賃上げを背景とした個人

消費や設備投資に支えられ、総じて緩やかな回復基調となりました。一方、海外経済については、地政学リスクや

貿易摩擦の長期化など、依然として不透明な状況が続いています。

このような状況のなか、当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績は、野菜種子、花種子の販売が

好調に推移したことに加え、為替レートがユーロに対して大幅に円安になったことから、売上高は726億69百万円

（前年同期比62億60百万円、9.4％増）となりました。

人件費をはじめ販売費及び一般管理費は増加しましたが、増収により売上総利益が伸びた結果、営業利益は93億

23百万円（前年同期比３億46百万円、3.9％増）、経常利益は、営業利益の増加と為替差損益の改善などにより、

104億41百万円（前年同期比10億88百万円、11.6％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期

に計上した固定資産売却益が剥落しましたが、投資有価証券売却益と受取和解金の計上などにより、86億96百万円

（前年同期比８億78百万円、11.2％増）となりました。

当第３四半期連結累計期間の海外連結子会社等の財務諸表項目の主な為替換算レートは、次のとおりです。為替

レートの変動による影響は、売上高に対してはプラス24億29百万円でした。

なお、海外連結子会社等の決算日が連結決算日と異なるため、財務諸表項目を各四半期決算日末（３、６、９、

12月末）の直物為替レートで換算し、その都度洗替を行っております。

第１四半期連結累計期間 中間連結会計期間 当第３四半期連結累計期間

米ドル 144.82円(161.14円) 148.89円(142.82円) 156.54円(158.17円)

ユーロ 169.64円(172.44円) 174.51円(159.53円) 184.26円(164.86円)

注：( )内は前年同期の換算レート

セグメント別の経営成績の概要は次のとおりです。

① 国内卸売事業

国内卸売事業は、花種子は減収となりましたが、野菜種子、資材の売上が伸びたことから、前年同期比増収と

なりました。

品目別では、野菜種子は、トマトは従来品種の再評価や新品種が導入されたこと、ダイコンは新品種が拡大し

たことなどにより好調に推移しました。花種子は、花の需要停滞の影響を受け、全般的に低調でした。資材は、

被覆資材、農園芸用品、ハウス部材、不織布などを中心に好調に推移しました。

これらの結果、外部顧客への売上高は101億86百万円（前年同期比２億99百万円、3.0％増）、営業利益は41億

99百万円（前年同期比35百万円、0.8％減）となりました。



株式会社サカタのタネ（1377） 2026年５月期 第３四半期決算短信

― 3 ―

② 海外卸売事業

海外卸売事業は、野菜種子、花種子とも増加し、為替要因も加わり、前年同期比で大幅な増収となりました。

地域ごとの現地通貨ベースの業績は次の通りです。北中米は、スイカ、ブロッコリー、ペッパー、カンパニュ

ラ、トルコギキョウなど、南米は、カボチャ・スカッシュ、キュウリ、オクラ、トルコギキョウなどが増加し、

野菜種子、花種子ともに増収となりました。欧州・中近東は、トマト、カボチャ・スカッシュなどが増加して野

菜種子は増収となりましたが、ベゴニア、カンパニュラなどが低調に推移し、花種子は減収となりました。アジ

アは、ネギ、ビート、トルコギキョウが好調に推移しましたが、ニンジン、カリフラワー、ヒマワリの売上が減

少し、減収となりました。

これらの結果、外部顧客への売上高は567億62百万円（前年同期比59億92百万円、11.8％増）、営業利益は137

億82百万円（前年同期比９億31百万円、7.2％増）となりました。

③ 小売事業

小売事業は、通信販売分野、量販店向けのホームガーデン分野ともに、全国的に厳しい天候要件などにより市

場全体が低調に推移し、前年同期比減収となりました。

これらの結果、外部顧客への売上高は25億66百万円（前年同期比４億33百万円、14.4％減）となりました。営

業損益は１億80百万円悪化し、４億27百万円の損失（前年同期は２億47百万円の営業損失）となりました。

④ その他事業

造園緑花分野は、資材や燃料の価格高騰など厳しい状況下にありましたが、公共・民間の植栽工事とマンショ

ンなどの植栽維持管理業務が順調に推移したことに加え、営業強化によりスポット工事も受注できたことから、

前年同期比増収増益となりました。

これらの結果、外部顧客への売上高は31億53百万円（前年同期比４億２百万円、14.6％増）、営業利益は１億

44百万円（前年同期比64百万円、80.8％増）となりました。
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

前連結会計年度末 当第３四半期連結会計期間末 増減

総資産(百万円) 190,986 210,231 19,244

純資産(百万円) 161,768 173,563 11,794

自己資本比率(％) 84.5％ 82.3％ △2.1％

１株当たり純資産(円) 3,729.66 4,095.41 365.74

借入金の残高(百万円) 2,869 5,279 2,410

（資産）

資産合計は、2,102億31百万円（前連結会計年度末比192億44百万円増加）となりました。

・流動資産：仕掛品が減少した一方、商品及び製品が増加したことなどにより106億55百万円増加

・固定資産：建設仮勘定が減少した一方、建物及び構築物(純額)が増加したことなどにより85億89百万円増加

（負債）

負債合計は、366億67百万円（前連結会計年度末比74億50百万円増加）となりました。

・流動負債：短期借入金、未払法人税等が増加したことなどにより50億54百万円増加

・固定負債：繰延税金負債が増加したことなどにより23億95百万円増加

（純資産）

純資産合計は、1,735億63百万円（前連結会計年度末比117億94百万円増加）となりました。

・株主資本：配当金の支払で減少した一方、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上などにより19億82百万円

増加

・その他の包括利益累計額：為替換算調整勘定、その他有価証券評価差額金の増加などにより97億81百万円増加
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 29,525 30,879

受取手形、売掛金及び契約資産 22,144 22,074

有価証券 99 49

商品及び製品 45,297 56,333

仕掛品 6,703 4,417

原材料及び貯蔵品 1,102 1,367

未成工事支出金 85 106

その他 9,280 9,705

貸倒引当金 △391 △430

流動資産合計 113,848 124,503

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 39,060 45,674

減価償却累計額 △23,456 △24,772

建物及び構築物（純額） 15,604 20,901

機械装置及び運搬具 22,362 24,932

減価償却累計額 △15,225 △17,591

機械装置及び運搬具（純額） 7,136 7,341

土地 16,036 16,587

建設仮勘定 5,984 3,192

その他 10,451 12,217

減価償却累計額 △6,449 △7,514

その他（純額） 4,001 4,703

有形固定資産合計 48,763 52,726

無形固定資産 3,809 5,340

投資その他の資産

投資有価証券 18,464 20,384

長期貸付金 29 357

退職給付に係る資産 9 10

繰延税金資産 4,591 5,501

その他 1,495 1,429

貸倒引当金 △24 △23

投資その他の資産合計 24,565 27,660

固定資産合計 77,137 85,727

資産合計 190,986 210,231
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,930 7,864

短期借入金 2,281 4,689

未払法人税等 761 2,417

その他 10,063 10,120

流動負債合計 20,037 25,092

固定負債

長期借入金 587 590

繰延税金負債 3,687 5,185

退職給付に係る負債 1,238 1,229

役員退職慰労引当金 174 266

役員株式給付引当金 216 191

その他 3,276 4,111

固定負債合計 9,180 11,575

負債合計 29,217 36,667

純資産の部

株主資本

資本金 13,500 13,500

資本剰余金 10,793 10,793

利益剰余金 126,607 129,569

自己株式 △7,366 △8,345

株主資本合計 143,534 145,517

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,748 10,867

為替換算調整勘定 8,907 16,551

退職給付に係る調整累計額 115 134

その他の包括利益累計額合計 17,771 27,553

非支配株主持分 462 492

純資産合計 161,768 173,563

負債純資産合計 190,986 210,231
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年６月１日
至 2026年２月28日)

売上高 66,409 72,669

売上原価 23,930 25,778

売上総利益 42,478 46,891

販売費及び一般管理費 33,502 37,567

営業利益 8,976 9,323

営業外収益

受取利息 534 624

受取配当金 489 531

受取賃貸料 117 119

為替差益 － 113

その他 315 430

営業外収益合計 1,456 1,819

営業外費用

支払利息 246 258

持分法による投資損失 192 －

正味貨幣持高に関する損失 247 168

為替差損 267 －

その他 125 274

営業外費用合計 1,080 701

経常利益 9,353 10,441

特別利益

固定資産売却益 2,346 －

投資有価証券売却益 － 1,690

受取和解金 － 550

特別利益合計 2,346 2,240

特別損失

投資有価証券評価損 117 －

減損損失 15 66

災害による損失 415 －

特別損失合計 548 66

税金等調整前四半期純利益 11,150 12,614

法人税等 3,302 3,904

四半期純利益 7,848 8,709

非支配株主に帰属する四半期純利益 30 13

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,817 8,696
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年６月１日
至 2026年２月28日)

四半期純利益 7,848 8,709

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △848 2,119

為替換算調整勘定 840 7,664

退職給付に係る調整額 △0 19

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 －

その他の包括利益合計 △10 9,803

四半期包括利益 7,837 18,513

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,804 18,477

非支配株主に係る四半期包括利益 33 35
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

当社及び主たる国内連結子会社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率

を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2024年６月１日 至 2025年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

国内卸売
事業

海外卸売
事業

小売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,887 50,770 3,000 63,658 2,751 66,409 － 66,409

セグメント間の内部売
上高又は振替高

466 1,293 － 1,759 170 1,930 △1,930 －

計 10,354 52,063 3,000 65,417 2,922 68,339 △1,930 66,409

セグメント利益又は損失
(△)

4,235 12,851 △247 16,839 79 16,919 △7,942 8,976

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、官公庁・民間向けの造園工事の

施工、人材派遣業であります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△7,942百万円は、棚卸資産の未実現利益消去額△280百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用等△7,662百万円が含まれております。全社費用等は、主に報告セグ

メントに帰属しない親会社の研究部門、サプライチェーン部門及び親会社本社の管理部門に係る費用等であ

ります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため記載を省略しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2025年６月１日 至 2026年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

国内卸売
事業

海外卸売
事業

小売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 10,186 56,762 2,566 69,516 3,153 72,669 － 72,669

セグメント間の内部売
上高又は振替高

491 1,588 － 2,079 162 2,242 △2,242 －

計 10,678 58,350 2,566 71,595 3,316 74,912 △2,242 72,669

セグメント利益又は損失
(△)

4,199 13,782 △427 17,554 144 17,699 △8,375 9,323

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、官公庁・民間向けの造園工事の

施工、人材派遣業であります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△8,375百万円は、棚卸資産の未実現利益消去額△348百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用等△8,027百万円が含まれております。全社費用等は、主に報告セグ

メントに帰属しない親会社の研究部門、サプライチェーン部門及び親会社本社の管理部門に係る費用等であ

ります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため記載を省略しております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間（自 2024年６月１日 至 2025年２月28日）

当社は、2024年７月12日開催の取締役会決議に基づき、2024年７月26日付で、自己株式1,000,000株の消却を実

施し、資本剰余金が０百万円、利益剰余金が1,995百万円、自己株式が1,996百万円それぞれ減少しております。

また、当社は、2025年１月17日開催の取締役会決議に基づき、当第３四半期連結累計期間において600,200株、

2,151百万円の自己株式の取得を行い、自己株式が2,151百万円増加しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本剰余金が10,793百万円、利益剰余金が124,714百万円、

自己株式が7,366百万円となっております。

当第３四半期連結累計期間（自 2025年６月１日 至 2026年２月28日)

当社は、2025年７月14日開催の取締役会決議に基づき、2025年７月28日付で、自己株式1,000,000株の消却を実

施し、利益剰余金が2,268百万円、自己株式が2,304百万円それぞれ減少しております。

また、当社は、2025年10月７日開催の取締役会決議に基づき、当第３四半期連結累計期間において1,000,000

株、3,285百万円の自己株式の取得を行い、自己株式が3,285百万円増加しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において、利益剰余金が129,569百万円、自己株式が8,345百万円とな

っております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 2024年６月１日
至 2025年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2025年６月１日
至 2026年２月28日）

減価償却費 3,467百万円 3,866百万円

のれんの償却額 96百万円 151百万円
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（追加情報）

（株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」）

当社は、2018年８月28日開催の第77回定時株主総会決議に基づき、当社の取締役（社外取締役を除く。）並

びに執行役員（以下「取締役等」という。）に対する株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit

Trust））」（以下「本制度」という。）を導入しております。

１．取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、本制度に基づき設定される信託を「本

信託」という。）を通じて取得され、取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、当社株式

及び当社株式を時価で換算した金額相当の金銭（以下「当社株式等」という。）が本信託を通じて給付される

株式報酬制度です。なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時となり

ます。

２．信託に残存する自社の株式

本信託に残存する当社株式を、本信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に

自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は次の通りです。

帳簿価額（百万円） 株式数（株）

前連結会計年度末 206 53,500

当第３四半期連結会計期間末 280 76,580

（企業結合等関係)

（取得による企業結合）

当社グループは、2025年７月１日付でAgritu Sementes Ltda.の全株式を取得し、連結子会社といたしまし

た。

１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 Agritu Sementes Ltda.

事業の内容 タマネギ種子の開発・生産・販売

（２）企業結合を行った主な理由

ブラジルにおける野菜種子市場においては、トマトに次いでタマネギが大きな市場規模を有していま

す。当社グループのSakata Seed Sudamerica Ltda.は、同市場で高い認知度と存在感を持つAgrituブラ

ンドを取得することにより、ブラジル市場におけるプレゼンスおよび市場シェアの拡大を図ることを目

的として、本株式の取得を決定いたしました。

（３）企業結合日

2025年７月１日

（４）企業結合の法的形式

株式取得

（５）結合後企業の名称

変更ありません。

（６）今回取得した議決権比率

100％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社の完全子会社であるSakata Seed Sudamerica Ltda.を通じて、現金を対価として当該株式を取得

したことによるものであります。

２．四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2025年７月１日から2025年12月31日まで

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 1,699 百万円

繰延対価 79 百万円 （注）１

取得原価 1,778 百万円

（注）１．繰延対価として、万が一の補償に備え、79百万円を売主への支払いから留保しております。補償

事由が発生しなかった場合に、売主へ支払われます。

２．取得の対価の一部について、契約に基づき運転資本等の変動を考慮した価格調整が未確定のた

め、変動する可能性があります。

３．邦貨額については企業結合日時点での為替レート（１ブラジルレアル＝26.46円）で計算してお

ります。
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４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等 28百万円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（１）発生したのれんの金額 1,265百万円

なお、当四半期連結累計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定された

金額であります。

（２）発生原因

主として、ブラジル市場でのタマネギビジネスの強化により期待される将来の超過収益力でありま

す。

（３）償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却

６．企業結合が当四半期連結累計期間の開始日に完了したと仮定した場合の四半期連結損益計算書に及ぼす影響

の概算額及びその算定方法

当該影響の概算額の重要性が乏しいため記載を省略しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


